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論 文 内 容 の 要 旨
C itrullus 属 は, アフリカ原産 の C .vulgw is,C .colocy nthis,C .ecirrhosus および C .naudimra n u s




C .vulg w is と C .colocynthis の染色体数は 2n - 22 であ り, C .jistulosus は 2n - 24 であることが 報
告されていたが, 著者の研究によればアフリカ原産の 4 種およびその変種 はすべて 2n - 22 であ り, イン
ド原産の種は 2n - 24 である｡




種間雑種の減数分裂では約50% の細胞は正常の11個の二価染色体を形成するが, 他の細胞では 2- 14個




る｡ 前者では11個の四価染色体が 期待されるわけであるが, 実際には二価染色体が もっとも多く観察さ
れ, そのはかに少数の一価または多価染色体 (三価または四価) が形成される｡ なお同質三倍体では三価
染色体のほかに少数の二価または一価染色体が形成される｡




さらに C itrullus 属植物の形態, 特性などを比較研究し, かつ 地理的分布, 遺伝 または 核学的研究結
果などにもとづいて, C itrullus 属植物の分類ならびに系統発生について論述している｡
通常栽培スイカの果実は甘味をもっているが, その野性種または近縁野生種には甘味がなく, かえって
苦味を呈するものがある｡ 苦味を有するある･野生種について授粉後10日目の未熟栗の苦味物質を分析した
ところ,8種類の苦味化合物(小川氏の CitbittoI A ～H )が検出された｡ しかしこれ らの化合物は,果実の成
熟にともなって消失し, 完熟果では CitbittoIA のみが残存する｡ この野生種の三倍体 あるいは 四倍体の
完熟朱には CitbittoIA が二倍体の9- 12倍 も多く含まれていた｡ 普通の栽培スイカと苦味を 有する変種
との雑種では, 完熟巽にも苦味物質があ り, CitbittoIA ～H が検出される｡
一般にスイカの二倍体(2Ⅹ)とその人為同質四倍体 (4Ⅹ) との交雑では4Ⅹを母体にする場合のみ交雑は成
功し, その逆交雑は常に不成功であるo 交雑矢数の主な原因は授粉してか ら約72時間後に腔乳の発達が停

















以上のように著者の行なった研究の成果は C itrullus 属植物の類縁関係を明らかにし, あわせて新しい
育種技術の基礎を開拓したもので, 学界に貢献するところ大である｡ よって本論文は農学博士の学位論文
として価値あるものと認める｡
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